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そ
の
他
、
同
店
ス
タ
ッ
フ

が
日
々
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
、
出
荷
者
と
来
店
者
に

地
場
産
の
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン

ジ
ン
、
ネ
ギ
な
ど
が
入
っ
た

豚
汁
を
振
る
舞
っ
た
。

０
円
で
販
売
。
米
の
引
換
券

付
き
と
果
物
の
引
換
券
付
き

の
２
種
類
を
用
意
し
た
。
Ｊ

Ａ
全
農
や
産
地
間
提
携
先
Ｊ

Ａ
の
人
気
の
加
工
品
な
ど
も

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来

店
者
か
ら
好
評
を
博
し
た
。

わ
い
を
見
せ
た
。

同
店
は
初
売
り
に
合
わ

せ
、
３
０
０
０
円
相
当
の
商

品
が
入
っ
た
福
袋
を
２
０
０

じ
ば
さ
ん
ず
は
４
日
、
初

売
り
を
行
っ
た
。
良
質
な
旬

の
農
産
物
を
求
め
る
多
く
の

来
店
者
で
年
明
け
か
ら
に
ぎ

で
に
、
若
手
農
業
者
６
人
が

同
会
に
参
加
。
地
域
農
業
の

未
来
を
担
う
若
い
農
家
が
仲

間
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
若

手
商
業
者
と
の
連
携
も
進
む

な
ど
、
同
会
の
活
動
は
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

山
口
会
長
は
「
農
家
戸
数

の
減
少
や
荒
廃
農
地
対
策
な

ど
課
題
は
多
い
が
、
会
員
同

士
で
協
力
し
て
、
秦
野
の
農

業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
い
く
」
と
意
気

込
ん
だ
。

式
典
で
は
、

年
間
の
あ

ゆ
み
を
ま
と
め
た
記
念
冊
子

を
出
席
者
に
配
布
。
登
壇
し

た
山
口
勇
会
長
は
「

周
年

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
歴
代

の
会
員
が
活
動
を
続
け
て
き

た
お
か
げ
」
と
感
謝
を
述
べ

た
。
式
典
の
最
後
に
は
会
員

の
門
倉
敏
夫
さ
ん
の
発
声
で

万
歳
三
唱
し
、
出
席
者
全
員

で
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合

っ
た
。

同
会
は
、
市
内
の
農
業
経

営
士
が
集
ま
っ
て
１
９
８
０

年
に
発
足
。
現
在
は
会
員


人
が
「
小
学
生
農
業
体
験
学

習
」
で
市
内
の
児
童
に
食
や

農
の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
、

「
新
規
就
農
者
を
励
ま
す
集

い
」
で
新
た
な
担
い
手
を
応

援
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
は
、
名
誉
会

員

人
も
協
力
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
か
ら
現
在
ま

活
用
し
た
体
験
型
農
園
の
運

営
と
い
う
農
業
経
営
の
選
択

肢

も

増

え

た
。生

産
緑
地

の
追
加
指
定

に
は
、
面
積

要
件
以
外
に

も
条
件
が
設

け
ら
れ
て
い

る
。詳

し
く
は

秦
野
市
ま
ち

づ
く
り
計
画

課
ま
で
。
☎


－
９
６
４

３

区
域
内
農
地
を
所
有
す
る
農

家
に
と
っ
て
、
生
産
緑
地
を

内
農
地
は
半
分
ほ
ど
に
減
少

し
た
。
し
か
し
、
生
産
緑
地

指
定
農
地
は
微
減
に
留
ま

り
、
都
市
農
地
の
保
全
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

面
積
要
件
の
引
き
下
げ
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
宅
地
化
農

地
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

小
規
模
の
農
地
で
も
生
産
緑

地
に
追
加
指
定
し
や
す
く
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
市
街
化

が
実
現
し
た
。

２
０
１
７
年
の
生
産
緑
地

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
生

産
緑
地
の
指
定
下
限
面
積
は

３
０
０
平
方
㍍
に
変
更
さ
れ

た
が
、
面
積
要
件
の
引
き
下

げ
に
は
、
市
町
村
が
条
例
で

定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

１
９
９
５
年
ご
ろ
と
現
在

を
比
較
す
る
と
、
市
内
の
生

産
緑
地
を
除
く
市
街
化
区
域

秦
野
市
で
昨
年

月


日
、
「
秦
野
市
生
産
緑
地
地

区
の
区
域
の
規
模
に
関
す
る

条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
生
産

緑
地
指
定
の
面
積
要
件
が
５

０
０
平
方
㍍
以
上
か
ら
３
０

０
平
方
㍍
以
上
に
緩
和
さ
れ

た
。
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
農
林

業
施
策
要
請
書
を
通
じ
て
市

に
要
請
し
て
き
た
、
生
産
緑

地
の
面
積
要
件
の
引
き
下
げ

会
の
あ
い

さ

つ

で

「
農
商
工

で
連
携
し

て
〝
オ
ー

ル
秦
野
〟

で
、
地
域

農
業
の
活

性
化
や
農

業
者
の
所

得
向
上
に

取
り
組
ん

で
い
き
た

い
」
と
意

気
込
み
を

語
っ
た
。

出
席
者
は
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
親
睦

を
深
め
た
。
有
害
鳥
獣
や
台

風
に
よ
る
農
産
物
へ
の
被
害

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
た
。

誓
い
合
っ
た
。

山
口
政
雄
組
合
長
は
、
開

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
本

所
で
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開

い
た
。
役
職
員
を
は
じ
め
、

牧
島
か
れ
ん
衆
議
院
議
員
ら


人
が
出
席
。
新
た
な
一
年

の
幕
開
け
を
祝
う
と
と
も

に
、
地
域
農
業
の
発
展
に
向

け
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
を

2019年分確定申告の相談受け付
けを２月17日（月）～３月10日
（火）に各支所・支店で行いま
す。なお、秦野駅前支店は、２月
21日（金）で営業を終了するため
実施しません。相談される方は、
関係書類をそろえ、事前に各支所
・支店へご連絡の上、お越しくだ
さい。

国税電子申告･納税システム(ｅ－Ｔａ
ｘ）申告にも対応します。また、マイナ
ンバー制度導入に伴い、2016年分以降の
申告手続きには、マイナンバーの記載と
本人確認書類の写しの添付が必要です。
詳しくは各支所・支店または組織教育

課まで。☎81－7714

化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
進

め
、
農
家
所
得
の
向
上
と
安
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

経
済
事
業
で
は
、
予
約
購
買
の
強
化

に
よ
る
価
格
の
低
減
や
省
力
化
資
材
の

推
進
な
ど
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
経
済
事
業
収
支
の
改

善
に
向
け
て
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま

す
。Ｊ

Ａ
は
だ
の
は
、
組
合
員
と
共
に
基

本
理
念
で
あ
る
「
夢
の
あ
る
農
業
と
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
豊
か
な
社
会
を
地
域
で

き
ず
く
」
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ら
な

る
地
域
農
業
振
興
と
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
「
は

だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連

携
し
、
継
続
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
や
、

担
い
手
支
援
・
観
光
農
業
の
さ
ら
な
る

充
実
に
よ
り
、
営
農
意
欲
の
喚
起
と
支

援
機
能
の
発
揮
に
努
め
ま
す
。

販
売
事
業
で
は
、
契
約
栽
培
・
契
約

出
荷
の
推
進
や
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え

た
販
売
戦
略
に
よ
り
有
利
販
売
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
買
取
販
売
の
一
元

興
と
協
同
組
合
運
動
の
躍
進
に
向
け

て
｢

第
五
次
中
期
経
営
計
画｣

中
間
年

度
の
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
す
。

営
農
指
導
事
業
で
は
、
「
第
三
次
地

域
農
業
振
興
計
画
」
の
実
践
を
進
め
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向

く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）
を
中
心
と
し
た
農
家

へ
の
提
案
や
、
販
売
部
門
と
連
携
し
た

戦
略
的
な
作
付
け
・
栽
培
指
導
に
よ

り
、
地
域
に
合
っ
た
栽
培
品
目
の
生
産

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
食
料
自
給
率
が
過
去
最
低
水

準
と
な
る
中
、
１
月
に
発
効
さ
れ
た
日

米
貿
易
協
定
や
近
年
の
相
次
ぐ
大
型
貿

易
協
定
に
よ
る
国
内
農
業
へ
の
影
響
に

引
き
続
き
留
意

が
必
要
で
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
で

は
、
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
情
勢

変
化
の
中
、
さ

ら
な
る
農
業
振

新年のごあいさつ

さ
ら
な
る
協
同
組
合
運
動
の
躍
進
へ

代
表
理
事
組
合
長

山
口

や

ま

ぐ

ち

政
雄

ま

さ

お

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は

日
、
本
所
で

周
年
記
念
式
典
を
開
い
た
。

会
員
や
名
誉
会
員
の
他
、
山
口
政
雄
組
合
長
や
高
橋
昌
和
市
長
ら
合
計

人

が
出
席
し
た
。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
、
じ
ば
さ
ん
ず
と

特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店
に
は
、
冬
の
野
菜
が
数

多
く
並
び
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
来
店

者
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

Ｊ
Ａ
直
売
所
で
人
気
の
冬
野
菜

秦 野 市
農業協同組合

（神奈川県）

発行責任者 宮永均

〒257-0015
秦野市平沢477
電話0463(81)7711㈹

発 行

花で新成人の門出祝う
花
き
部
会
は

日
、
「
新
成
人
の

つ
ど
い
」
の
会
場
と
な
っ
た
ク
ア
ー

ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

に
地
場
産
の
花
を
飾
り
付
け
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
福
し
た
。

部
会
員
９
人
が
、
ロ
ビ
ー
に
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ラ
、
ダ
リ
ア
な
ど

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
花
台
の
他
、
パ
ン

ジ
ー
な
ど
の
鉢
花
や
松
竹
梅
の
枝
物

を
配
置
。
檀
上
に
は
、
装
飾
し
た
花

台
に
加
え
、
赤
や
ピ
ン
ク
、
白
な
ど

色
と
り
ど
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
並
べ

た
。
和
田
稔
部
会
長
は
「
新
成
人
の

門
出
を
祝
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

く
思
う
。
秦
野
の
花
が
若
者
た
ち
の

良
い
思
い
出
に
な
れ
ば
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。

鶴巻の

関野
せ き の

行夫
ゆ き お

さん()



農
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

鶴
巻
の
関
野
行
夫
さ
ん

は
、
農
家
に
生
ま
れ
育

ち
、
高
校
卒
業
後
に
就

農
。
友
人
の
誘
い
を
き
っ

か
け
に
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
栽
培
を
始
め
た
。
就

農
当
初
は
、
温
室
の
温
度

管
理
や
病
害
虫
の
防
除
な

ど
の
こ
つ
が
分
か
ら
ず
、

試
行
錯
誤
す
る
日
々
が
続

い
た
が
、
共
に
栽
培
し
て

い
る
農
家
の
仲
間
に
相
談

し
な
が
ら
、
品
質
の
向
上

に
努
め
て
き
た
。

１
９
７
３
年
に
は
、
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
比
べ
る

と
改
植
が
少
な
く
、
労
力

を
軽
減
で
き
る
こ
と
か

ら
、
生
産
品
目
を
バ
ラ
に

切
り
替
え
た
。
昨
年
の
４

月
ま
で
、

㌃
の
温
室
で

「
サ
ム
ラ
イ
」
や
「
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
」
な
ど


品
種
以
上
を
栽
培
し
て
き

た
。現

在
は
、
約

㌃
の
畑

で
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ダ

イ
コ
ン
な
ど
年
間

品
目

以
上
の
露
地
野
菜
を
栽
培

す
る
他
、
約

㌃
の
田
ん

ぼ
で｢

は
る
み｣

を
栽
培
。

農
薬
を
ほ
ぼ
使
わ
ず
に
栽

培
し
、
鶴
巻
の
直
売
所
な

ど
に
安
全
・
安
心
な
農
産

物
を
出
荷
し
て
い
る
。

毎
週
水
曜
日
に
鶴
巻
支

店
で
開
か
れ
る
「
鶴
巻
ふ

れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」
も
出

荷
先
の
一
つ
。
関
野
さ
ん

は
マ
ル
シ
ェ
が
ス
タ
ー
ト

し
た
２
０
１
５
年
以
来
、

ほ
ぼ
休
ま
ず
出
荷
。
利
用

者
と
直
接
交
流
す
る
の
が

楽
し
み
で
「
こ
の
前
買
っ

た
野
菜
、
お
い
し
か
っ
た

よ
」
な
ど
の
声
が
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

昨
年
の
３
月
に
は
マ
ル
シ

ェ
の
会
長
に
就
任
。
他
の

出
荷
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
と

連
携
し
、
マ
ル
シ
ェ
を
盛

り
上
げ
て
い
る
。

関
野
さ
ん
は
「
自
分
が

育
て
た
農
産
物
が
、
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

が
う
れ
し
い
。
生
ま
れ
育

っ
た
地
域
に
農
業
を
通
じ

て
貢
献
で
き
た
ら
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

この前教えて

もらった「秦野

市都市農業振興

計画」の中にあ

る「農地の保全と農地の

持つ多面的機能の活用」

に関することで、ＪＡが

やっていることを教えて

ほしいな。

農地は、雨水

を一時的に貯留

して洪水や土砂

崩れを防いだ

り、さまざまな生き物を

育んだりするわ。観光資

源にもなる美しい景観を

形成するなど、いろいろ

な機能を持っているの。

ＪＡは農地を守るため

に、組合員に生産緑地制

度の活用を呼び掛けた

り、体験型農園の普及拡

大に取り組んでいるわ。

災害が起きた時に避難

などで利用できるよう

に、防災協力農地の取り

まとめや確認もしている

のよ。

教えてくれて

ありがとう、や

えのちゃん。来

月は「安全な農

産物の生産・消費による

地産地消の推進」につい

て知りたいな。

農
地
を
守
り
活
用
を
促
進

み
そ
造
り
を
紹
介
２

月

15

日(

土)

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
で
放
送

２
月

日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら
放
送
す
る
、

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
「
Ｊ
Ａ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ

Ｍ
ａ
ｒ

ｋ
ｅ
ｔ
」
は
、
女
性
部
が
「
自
給
率
向
上
！
大
豆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
取
り
組
む
、
み
そ
造
り
を
紹

介
し
ま
す
。

み
そ
造
り
に
使
う
大
豆
は
、
ベ
ジ
フ
ル
Ｄ
Ｊ
の

中
西
希
さ
ん
と
女
性
部
員
が
昨
年
６
月
に
種
を
ま

き
、

月
に
収
穫
し
た
も
の
で
す
。
み
そ
を
使
っ

た
料
理
の
レ
シ
ピ
も
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

成
人
式
会
場
を
彩
っ
た
花
の
装
飾
展
示

生
産
緑
地
の
面
積
要
件
引
き
下
げ
へ

Ｊ
Ａ
に
よ
る
要
請
実
る

来店者から人気を集めた福袋

申
告
の
ご
相
談
は
Ｊ
Ａ
へ

賀
詞
交
歓
会
で
新
年
祝
う

農
業
活
性
化
へ
意
見
交
換

式典に出席した会員ら

経営士会が周年記念式典
地域農業の一層の発展誓う

じ
ば
さ
ん
ず
初
売
り

福袋販売や豚汁配布

ｅ－Ｔａｘにも対応

万歳三唱で締めくくった

生産緑地の指定を受けている農地

(://-/)（） 年(令和２年)月日(日曜日) 年(令和２年)月日(日曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の



乴买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买

乴
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买

买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买买

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

に
４
局
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。大

会
の
結
果
は
次
の
通

り
。◇

囲
碁
Ａ
▽
優
勝
＝
和
田

信
一
（
千
村
）

◇
囲
碁
Ｂ
▽
優
勝
＝
山
口

三
千
男
（
鈴
張
町
）

◇
将
棋
▽
優
勝
＝
加
賀
幸

治
（
横
野
）

一
手
ず
つ
真
剣

新
春
！
囲
碁

将

棋

大

会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
日
、
本

所
で
「
新
春
！
囲
碁
将
棋
大

会
」
を
開
い
た
。
囲
碁
の
部

に

人
、
将
棋
の
部
に

人

が
参
加
。
囲
碁
、
将
棋
と
も

日
、
Ｊ
Ａ
が
設
け
る
助
成
制

度
を
活
用
し
、
菖
蒲
自
治
会

館
で
健
康
教
室
を
初
め
て
開

い
た
。
組
合
員

人
が
参
加

し
、
自
宅
で
も
手
軽
に
で
き

る
運
動
な
ど
を
学
ん
だ
。

同
生
産
組
合
の
健
康
教
室

は
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

が
取
り
組
む
「
Ｊ
Ａ
健
康
寿

命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
で
、

項
目
あ

る
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
択
し

て
開
い
て
い
る
。

参
加
者
は
、
伊
勢
原
協
同

病
院
の
理
学
療
法
士
か
ら
、

加
齢
に
よ
り
筋
力
が
衰
え
る

と
転
倒
し
や
す
く
な
る
こ
と

な
ど
を
学
習
し
た
。
そ
の

後
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
で

き
る
「
膝
伸
ば
し
運
動
」

や
、
椅
子
に

手
を
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
を

取
る
「
片
脚

立
ち
運
動
」

な
ど
を
実
践

し
た
。

健
康
教
室
で

転
倒
を
予
防

菖
蒲
生
産
組
合

菖
蒲
第
一
、
菖
蒲
第
二
、

菖
蒲
第
三
生
産
組
合
は


地
場
産
で

七
草
が
ゆ

野
菜
ソ
ム
リ
エ

「
は
だ
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ

倶
楽
部
（
く
ら
ぶ
）
」
は
７

日
、
じ
ば
さ
ん
ず
で
、
地
場

産
農
産
物
を
使
っ
た
七
草
が

ゆ
を
来
店
者
に
振
る
舞
っ

た
。七

草
が
ゆ
に
は
、
セ
リ
や

ナ
ズ
ナ
な
ど
の
春
の
七
草
の

他
、
ニ
ン
ジ
ン
と
餅
を
使

用
。
メ
ン
バ
ー
は
、
調
理
方

法
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、

約
３
０
０
食
を
配
っ
た
。
今

年
は
ブ
ー
ス
に
春
の
七
草
の

栄
養
素
な
ど
を
記
載
し
た
Ｐ

Ｏ
Ｐ
（
店
内
広
告
）
を
掲
示

し
た
。

髙

照
江
代
表
は
「
多
く

の
人
に
伝
統
食
に
目
を
向
け

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
。
今
後
も
活
動

を
続
け
、
秦
野
の
農
産
物
の

魅
力
や
伝
統
文
化
の
大
切
さ

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

げ
、
よ
り
良
い
Ｊ
Ａ
を
つ
く

る
た
め
に
、
組
合
員
が
「
わ

が
Ｊ
Ａ
意
識
」
を
持
っ
て
Ｊ

Ａ
事
業
を
積
極
的
に
利
用
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い

た
。

に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

そ
の
上
で
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の

が
実
施
し
て
い
る
「
組
合
員

訪
問
日
」
や
じ
ば
さ
ん
ず
を

拠
点
と
し
た
活
動
の
他
、
他

Ｊ
Ａ
の
優
良
事
例
な
ど
を
挙

た
。講

師
を
務
め
る
（
一
社
）

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
の
西
井
賢
悟
主

任
研
究
員
が
「
協
同
組
合
と

し
て
の
Ｊ
Ａ
の
発
展
を
目
指

し
て
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
西
井
氏
は
、
Ｊ
Ａ
の
事

業
内
容
や
協
同
組
合
の
役

割
、
協
同
組
合
間
連
携
に
よ

る
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
説

明
し
た
後
、
政
府
の
農
協
改

革
や
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
で
農

業
関
連
事
業
が
赤
字
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
Ｊ
Ａ
が

置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
組

合
員
教
育
事
業
の
一
環
で
、

協
同
組
合
講
座
の
公
開
講
義

を
開
い
た
。
同
講
座
の
受
講

生
に
加
え
、
地
域
住
民
ら
に

も
協
同
組
合
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
初
め
て

実
施
。

人
が
参
加
し
、
Ｊ

Ａ
の
協
同
組
合
運
動
や
組
合

員
の
役
割
な
ど
を
再
確
認
し

ン
ジ
で
温
め
る
だ
け
で
手
軽

に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
１

パ
ッ
ク
１
５
０
㌘
入
り
で
、

価
格
は
３
０
０
円
（
税
込

み
）
。

さ
ら
に
多
く
の
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
お
う
と
、
２
月

に
は
生
活
福
祉
課
職
員
と
生

産
者
が
連
携
し
、
同
店
で
対

面
販
売
を
実
施
す
る
予
定

だ
。

ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
の

ポ
タ
ー
ジ
ュ
人
気

地
場
ニ
ン
ジ
ン
加
工

Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
販
売
す
る

「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
の
に
ん
じ

ん
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
が
、
じ
ば

さ
ん
ず
で
人
気
を
集
め
て
い

る
。
地
場
産
の
ニ
ン
ジ
ン

「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
」
を
加
工

し
た
も
の
で
「
ア
ロ
マ
レ
ッ

ド
」
特
有
の
甘
味
と
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
が
楽
し
め
る

一
品
。
昨
年

月
の
販
売
開

始
か
ら
、
す
で
に
３
０
０
袋

以
上
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
」
は
、

Ｊ
Ａ
が
第
三
次
地
域
農
業
振

興
計
画
で
、
地
域
振
興
作
物

の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い
る

品
種
。
規
格
外
品
の
有
効
活

用
を
望
む
生
産
者
の
声
を
受

け
、
昨
年
２
月
に
商
品
化
し

た
。ポ

タ
ー
ジ
ュ
は
レ
ト
ル
ト

パ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
湯
せ
ん
す
る
か
電
子
レ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
上

が
っ
た
。

を
集
約
し
、
よ
り
有
益
な
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

交
換
。
部
員
か
ら
は
「
Ｔ
Ａ

Ｃ
に
は
、
農
家
の
悩
み
な
ど

Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業
の
担
い

手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）

活
動
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

し
て
い
る
も
の
。

同
部
の
髙
橋
浩
一
委
員
長

が
今
年
度
の
活
動
な
ど
を
報

告
し
た
。
そ
の
後
、
両
者
は

地
場
産
農
産
物
の
学
校
給
食

へ
の
供
給
や
販
路
の
拡
大
、

青
年
部
と
常
勤
理
事
ら
は


日
、
本
所
で
意
見
交
換
会

を
開
き
、
合
わ
せ
て

人
が

出
席
し
た
。
若
手
農
家
の
声

を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
定
期
的
に
実
施

の
小
麦
粉
を
手
打
ち
で
仕
上

げ
た
「
秦
野
産
小
麦
１
０
０

％
の
名
水
パ
ス
タ
」
を
提
供

し
て
い
る
。
使
用
す
る
旬
の

地
場
産
農
産
物
に
合
わ
せ

て
、
平
麺
や
細
麺
な
ど
パ
ス

タ
の
種
類
を
工
夫
し
、
秦
野

産
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
提

供
し
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
宅
見

知
明
さ
ん
は
「
パ
ス
タ
を
通

じ
て
、
市
内
外
の
多
く
の
人

に
小
麦
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
今
後

も
、
秦
野
の
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
を
積
極
的
に
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

市
内
の
飲
食
店
な
ど
で
、

地
場
産
農
産
物
を
使
っ
た
料

理
が
続
々
と
登
場
し
て
い

る
。
秦
野
産
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
、
商
業
面
か
ら
秦
野

の
農
業
を
応
援
し
て
い
る
。

市
内
で
は
近
年
、
地
産
地

消
に
取
り
組
む
店
が
徐
々
に

増
加
。
パ
ン
店
や
ラ
ー
メ
ン

店
、
洋
菓
子
店
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
店
が
地
元
農
家
や
じ

ば
さ
ん
ず
な
ど
か
ら
仕
入
れ

た
農
産
物
を
積
極
的
に
使
用

し
て
い
る
。

平
沢
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店

「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア

フ
ー

コ
」
も
そ
の
一
つ
だ
。
同
店

は
、
地
場
産
小
麦
１
０
０
％

や
、
小
判
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど

の
形
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
団
子

も
飾
り
付
け
た
。

飾
り
は

日
ま
で
展
示
さ

れ
、
来
店
者
か
ら
は
「
カ
ラ

フ
ル
で
と
て
も
き
れ
い
」

「
ネ
ズ
ミ
が
か
わ
い
い
」
な

ど
と
好
評
だ
っ
た
。

栗
原
悦
子
代
表
は
「
今
年

も
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
、

季
節
感
の
あ
る
飾
り
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

た
。メ

ン
バ
ー
ら
は
、
秦
野
産

の
米
粉
５
㌔
を
使
っ
て
、
団

子
約
５
０
０
個
を
手
作
り
し

た
。
石
臼
の
土
台
に
据
え
付

け
た
コ
ナ
ラ
の
木
に
、
赤
、

黄
、
白
、
緑
の
色
と
り
ど
り

の
団
子
を
装
飾
。
え
と
の
ネ

ズ
ミ
を
か
た
ど
っ
た
も
の

の
団
子
を
飾
り
付
け
た
。
五

穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
を

願
っ
て
作
ら
れ
た
色
と
り
ど

り
の
繭
玉
が
、
店
内
を
彩
っ

じ
ば
さ
ん
ず
で

日
、
農

産
加
工
品
を
出
荷
す
る
グ
ル

ー
プ
「
よ
め
っ
娘
５
」
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
、
ど
ん
ど
焼
き

分加熱する。米を炊く。
②フライパンに油を熱し、中火で鶏肉を
焼く。焼き色が付いたら一度取り出
す。

③フライパンをきれいにしてバターを溶
かし、タマネギを炒
める。小麦粉を振り
入れて炒め、粉っぽ
さがなくなったら、
牛乳を少しずつ加え
て溶き延ばす。

④とろみが付くまで弱
火で煮る。ショウ
ガ、みそを加えて混
ぜ、少し煮立たせた
ら火を止める。

⑤耐熱の器にバター（分量外）を薄く塗
る。ご飯を平らに入れ、②の鶏肉とブ
ロッコリーを載せる。④を上から掛け
てピザ用チーズを散らし、オーブント
ースターで６～７分焼く。

※同レシピはｔｖｋ「かながわ旬菜ナビ」のホームペー
ジでも紹介しています。

１月26日、27日のｔｖｋ「かながわ旬菜
ナビ」で放送するレシピの中から、旬のブ
ロッコリーを使ったレシピを一部紹介しま
す。
寒い時期にお薦めのドリア。血行を良く

して体温を上げるショウガ
を効かせました。
≪材料（２人分）≫
鶏もも肉（皮なし）120

㌘、ブロッコリー100㌘、
タマネギ100㌘、米200㌘、
油大さじ１／２、バター大
さじ１と１／２、小麦粉大
さじ２、牛乳300㏄、ショ
ウガ（千切り）15㌘、みそ
大さじ１、ピザ用チーズ50
㌘、塩少々、こしょう少々
≪作り方≫
①鶏肉は一口大のそぎ切りにして、塩、
こしょうを振る。ブロッコリーは小房
に分けて熱湯でさっとゆでる。タマネ
ギは薄切りにして耐熱皿に入れ、ラッ
プをせずに電子レンジ（500㍗）で１

患
な
ど
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
冬
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
夏
の
３
倍
ほ
ど

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

冬
野
菜
に
は
、
寒
さ
に
耐
え
る
た
め
に
糖
分

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
甘
味
が
あ
り
、
食
べ

る
と
体
が
温
ま
る
。
皮
膚
や
粘
膜
を
強
化
す
る

働
き
が
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ロ
テ
ン
な
ど
も
豊

富
に
含
む
の
で
、
風
邪
の
予
防
に
も
最
適
だ
。

ネ
ギ
の
特
有
の
匂
い
の
も
と
は
硫
化
ア
リ
ル

と
い
う
物
質
で
、
体
温
を
上
げ
る
働
き
が
あ

る
。
他
に
も
、
粘
膜
を
守
る
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン

や
、
体
の
代
謝
を
助
け
て
抵
抗
力
を
高
め
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
食
べ
る
と
免
疫
力
が
高

ま
る
と
い
わ
れ
る
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
も
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
や
、

レ
モ
ン
の
３
倍
近
く
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま
れ

て
い
る
。
胎
児
の
健
全
な
発
育
に
欠
か
せ
な
い

葉
酸
も
豊
富
。
胃
腸
の
機
能
を
整
え
る
作
用
も

あ
る
た
め
、
食
欲
不
振
や
胃
痛
・
腹
痛
に
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
は
、
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
ベ

ー
タ
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
２

、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
な
ど
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
含
ま
れ
、
貧
血
や
感
染
症
、
免
疫
疾

寒さが厳しいこの時期、じばさんずと特産セ

ンター渋沢店には、ネギやブロッコリー、ホウ

レンソウなど冬の野菜が数多く並び、市内外か

ら訪れる多くの来店者から人気を集めている。

今月は農家

が丹精して

育てた秦野

産の旬の野

菜の魅力を

紹介する。

髙橋さん㊧のサポートでホウレンソウを収穫す
る伊藤さん

ネギの出荷準備を進める小清水さん夫妻

農
家
は
良
質
な
農
産
物
を
消
費
者
に

届
け
よ
う
と
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
収
穫

や
出
荷
な
ど
の
作
業
に
日
々
励
ん
で
い

る
。じ

ば
さ
ん
ず
の
出
荷
者
、
下
大
槻
の

小
清
水
伸
一
さ
ん
・
し
げ
子
さ
ん
夫
妻

は
、
合
計
１
㌶
の
畑
で
ネ
ギ
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
栽
培
し
て

い
る
。
「
寒
く
て
大
変
だ
け
れ
ど
、
一

生
懸
命
作
業
し
て
い
れ
ば
体
も
す
ぐ
温

か
く
な
る
」
と
笑
顔
で
話
す
伸
一
さ

ん
。
播
種
（
は
し
ゅ
）
や
収
穫
、
出
荷

な
ど
、
し
げ
子
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら

日
々
の
農
作
業
を
進
め
て
い
る
。

「
今
出
荷
し
て
い
る
ネ
ギ
は
、
鍋
に

入
れ
る
の
が
お
勧
め
。
そ
の
他
に
も
ラ

ー
メ
ン
の
薬
味
に
し
た
り
、
み
そ
汁
に

入
れ
た
り
し
て
も
お
い
し
い
の
で
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
そ
ろ
っ
て
笑
顔
で
話
し
た
。

１
月

日
（
日
）
、

日
（
月
）
放

送
の
ｔ
ｖ
ｋ
「
か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ
」

で
は
、
「
ガ
ン
バ
レ
受
験
生
！
あ
っ
た

か
料
理
で
応
援
し
ま
す
♡
」
を
テ
ー
マ

に
、
秦
野
の
農
産
物
の
魅
力
や
寒
さ
に

負
け
ず
農
業
に
励
む
農
家
の
取
り
組

み
、
旬
の
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
体
の
温
ま
る
料
理
な
ど
を
紹
介
。
リ

ポ
ー
タ
ー
を
務
め
る
伊
藤
綾

香
さ
ん
が
、
じ
ば
さ
ん
ず
や

農
家
の
畑
な
ど
を
訪
問
し

た
。堀

山
下
の
髙
橋
正
宏
さ
ん

の
畑
を
訪
れ
た
伊
藤
さ
ん

は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
収
穫

を
体
験
。
農
家
が
鳥
獣
被
害

対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
良

質
な
農
産
物
を
生
産
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
た
。

本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

の
調
理
実
習
室
で
は
、
女
性

部
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ
「
オ
リ
ー
ブ

の
会
」
の
協
力
で
、
髙
橋
さ
ん
の
畑
で

収
穫
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
を
使
っ
て
「
鶏
肉
と
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
し
ょ
う
が
風
味
ド
リ
ア
」
と

「
ホ
ウ
レ
ン
草
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
和
え
」

を
作
り
、
秦
野
産
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

同
番
組
で
は
そ
の
他
に
、
菅
原
道
真

公
を
祭
る
上
大
槻
の
菅
原
神
社
や
じ
ば

さ
ん
ず
が
販
売
す
る
合
格
祈
願
米
、
菩

提
の
ラ
ー
メ
ン
店
「
味
乃
大
久
保
」
が

提
供
す
る
受
験
生
応
援
メ
ニ
ュ
ー
「
合

格
を
鶏
勝
つ
ん
だ
丼
」
な
ど
も
紹
介
し

た
。

テ
レ
ビ
で
Ｐ
Ｒ

受
験
生
も
応
援

テ
レ
ビ
で
Ｐ
Ｒ

受
験
生
も
応
援

寒
さ
に
負
け
ず

懸
命
な
農
作
業

寒
さ
に
負
け
ず

懸
命
な
農
作
業

栄
養
豊
富
な
旬
の
味

Ｊ
Ａ
直
売
所
で
人
気

風邪予防などに効果大

栄
養
が
豊
富
な
冬
野
菜

あったか料理レシピ紹介 鶏肉とブロッコリーの
しょうが風味ドリア

「
わ
が
Ｊ
Ａ
意
識
」
を
持
つ
よ
う
呼
び
掛
け
る
西
井
氏

今後のＪＡ運営について活発に意見交換

秦野産小麦の魅力たっぷりのパスタ

甘
味
と
香
り
が
自
慢
の｢

ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
の
に
ん
じ
ん
ポ
タ
ー

ジ
ュ｣

片
脚
立
ち
運
動
を
実
践
す
る
組
合
員

団子を飾り付けるメンバーら

対
局
す
る
参
加
者

協
同
組
合
に
理
解
深
め
て

初
の
公
開
講
義
に
99
人

秦野産の魅力発信
市内の店が農業応援

Ｊ
Ａ
運
営
に
若
い
声
青
年
部
と
常
勤

理
事
が
意
見
交
換

地図に残る仕事に誇り

№418
菖
蒲
で
内
田
設
計
合
同

会
社
を
営
む
内
田
光
凡
さ

ん
。
小
学
生
の
時
か
ら

「
自
分
の
家
を
設
計
し
た

い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
た
内
田
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
、
建
築
関
係
の
専

門
学
校
に
進
学
し
、
設
計

な
ど
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
た
そ
の
後
市
内

の
設
計
事
務
所
で
働
き
、

２
０
１
２
年
に
独
立
。
現

在
は
自
宅
の
車
庫
を
改
装

し
た
事
務
所
で
日
々
の
仕

事
に
励
ん
で
い
る
。



仕
事
の
内
容
は
？

住
宅
や
店
舗
、
工
場
な

ど
の
設
計
は
も
ち
ろ
ん
、

宅
地
開
発
に
伴
う
宅
地
の

区
割
り
や
上
下
水
道
な
ど

の
設
計
の
他
、
建
築
の
許

認
可
の
申
請
業
務
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
妻
も
経

理
や
申
請
書
類
の
提
出
な

ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い

て
、
夫
婦
で
協
力
し
な
が

ら
仕
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
毎
日
忙
し
い
の
で
す

が
、
小
さ
い
な
が
ら
も
地

図
に
残
る
仕
事
な
の
で
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。



Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が

り
は
？

組
合
員
と
し
て
Ｊ
Ａ
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
業

者
経
由
で
Ｊ
Ａ
関
連
の
仕

事
も
受
け
て
い
ま
す
。
現

在
も
、
市
内
外
で
農
家
の

自
宅
や
物
置
の
建
て
替
え

な
ど
の
仕
事
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。



休
日
は
？

子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い

の
で
、
休
日
は
家
族
で
よ

く
出
掛
け
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長
を
見
る
の
が

日
々
の
楽
し
み
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
家
族
と
の
時

間
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



今
後
は
？

少
子
化
や
空
き
家
の
増

加
な
ど
、
建
設
業
界
に
と

っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
く
と
は
思
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
長
く
仕
事

を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
娘
が
「
将
来
は
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
い

つ
か
自
分
が
そ
の
店
を
設

計
で
き
た
ら
う
れ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。

菖
蒲
の
―
内
田

う

ち

だ

光
凡

て

る

ち

か

さ
ん(

44)

じばさんず

繭
玉
色
と
り
ど
り

ど
ん
ど
焼
き
団
子
飾
る

来
店
者
に
七
草
が
ゆ
を
振
る
舞

う
メ
ン
バ
ー

Ｊ Ａ は だ の 年(令和２年)月日(日曜日) （）第号 総　合（）
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儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

運
営
ま
で
幅
広
く
網
羅
し
た

一
冊
。

定
価
２
２
０
０
円
（
税
込

み
）

○
と
□
２
つ
の
基
本
形
で
つ
く
る

こ
ど
も
の
ニ
ッ
ト
小
物

吉
村
雅
衣

著

編
み
物
の
基
本
形
、
か
ぎ

針
の
ぐ
る
ぐ
る
編
み
と
棒
針

の
ま
っ
す
ぐ
編
み
を
組
み
合

わ
せ
て
作
る
ニ
ッ
ト
小
物
。

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

た
サ
イ
ズ
調
整
や
他
の
ア
イ

テ
ム
へ
の
活
用
法
も
紹
介
。

子
ど
も
が
喜
ぶ
デ
ザ
イ
ン
だ

か
ら
長
く
楽
し
め
る
！

定
価
１
５
４
０
円
（
税
込

み
）Ｑ

＆
Ａ
で
よ
く
わ
か
る

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の

農
産
加
工
入
門

尾
崎
正
利

著

農
産
加
工
の
プ
ロ
で
あ
る

著
者
が
あ
ら
ゆ
る
疑
問
を
解

決
。
少
な
い
資
金
で
の
起
業

や
付
加
価
値
を
生
み
出
す
商

品
の
工
夫
な
ど
現
場
で
役
立

つ
情
報
が
満
載
。

加
工
所
の
立
ち
上
げ
か
ら

商
品
作
り
、
販
売
、
継
続
的

カ
フ
ェ
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー


品
。和

食
や
洋
食
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
、
お
や
つ
な
ど
、
多
彩
な

料
理
が
発
酵
の
力
で
よ
り
お

い
し
く
簡
単
に
作
れ
る
。
砂

糖
、
乳
製
品
、
卵
不
使
用
で

体
に
優
し
い
。

定
価
１
６
５
０
円
（
税
込

み
）へ

た
っ
ぴ
で
も
う
ま
く
い
く

小

麦

粉

だ

け

で

つ
く
る
天
然
酵
母
パ
ン

マ
ス
ジ
マ
ト
モ
コ

著

小
麦
粉
と
水
だ
け
で
作

る
、
シ
ン
プ
ル
な
パ
ン
レ
シ

ピ
。発

酵
力
の
強
い
「
小
麦
粉

酵
母
」
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

人
で
も
素
朴
で
お
い
し
い
パ

ン
が
作
れ
る
。

安
全
安
心
な
パ
ン
を
作
り

た
い
人
、
レ
ー
ズ
ン
酵
母
以

外
の
作
り
方
を
模
索
し
て
い

る
人
に
も
。

定
価
１
７
６
０
円
（
税
込

み
）

寺
田
本
家
発
酵
カ
フ
ェ
の

甘
酒･

塩
麹･

酒
粕

ベ
ス
ト
レ
シ
ピ

寺
田
聡
美

著

江
戸
時
代
か
ら
続
く
造
り

酒
屋
「
寺
田
本
家
」
が
営
む

▽
高
額
貸
出
金
の
借
入
申

し
込
み
に
つ
い
て

１
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
農
水
産
業
協
同
組
合
貯

金
保
険
法
に
基
づ
く
検
査
結

果
の
通
知
事
項
に
対
す
る
改

善
状
況
等
の
報
告
に
つ
い
て

▽
２
０
２
０
年
度
事
業
計

画
（
素
案
）
に
つ
い
て

▽
神
奈
川
県
厚
生
農
業
協

同
組
合
連
合
会
へ
の
増
資
に

つ
い
て

▽
職
員
退
職
給
与
規
程
等

の
変
更
に
つ
い
て

る
。今

シ
ー
ズ
ン
は
昨
年

月

か
ら
出
荷
を
始
め
、
こ
れ
ま

で
に
約
１
㌧
以
上
出
荷
し
て

い
る
。

日
に
は
同
部
の
役

員
ら

人
が
、
本
所
選
果
場

で
今
後
の
出
荷
に
向
け
貯
蔵

状
態
を
点
検
。
手
作
業
で
、

軟
化
し
過
ぎ
た
果
実
な
ど
を

一
つ
一
つ
取
り
除
い
た
。

恩
蔵
和
男
部
長
は
「
今
年

は
大
玉
が
多
く
、
品
質
良
く

仕
上
が
っ
て
い
る
。
部
員
が

丹
精
し
て
生
産
し
た
秦
野
産

の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

て
い
る
他
、

青
森
県
と
横

浜
市
の
市
場

に
３
月
中
旬

ま
で
出
荷
す

る
予
定
だ
。

同
部
は
、

昨
年

月
か

ら
「
ヘ
イ
ワ

ー
ド
」

㌧

を
Ｊ
Ａ
の
冷

蔵
貯
蔵
庫
で

保
管
。
出
荷

時
期
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら

の
輸
入
品
と
の
競
合
を
避
け

て
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て
い

風
の
影
響
を
受
け
た
も
の

の
、
全
体
的
に
大
玉
で
甘
さ

の
あ
る
果
実
に
仕
上
が
っ

た
。
じ
ば
さ
ん
ず
で
販
売
し

果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
の
部
員
が
生
産
す
る

「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
が
、
出
荷

本
番
を
迎
え
た
。
今
年
は
台

つ
い
て
も
情
報
を
共
有
し

た
。贈

呈
の
後
に
Ｊ
Ａ
が
開
い

た
新
年
賀
詞
交
歓
会
で
は
、

葉
ニ
ン
ニ
ク
を
出
席
者

人

に
１
袋
ず
つ
配
布
し
た
。
さ

ら
に
、
葉
ニ
ン
ニ
ク
を
使
っ

た
料
理
を
販
売
す
る
市
内
の

点
心
専
門
店｢

菖
蒲
庵｣

の
穐

山
孝
彦
さ
ん
が

葉
ニ
ン
ニ

ク
の
チ
ヂ
ミ
を
振
る
舞
い


お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た


諸
星
会
長
は
「
葉
ニ
ン
ニ

ク
は
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
合

う
野
菜
。
秦
野
市
を
代
表
す

る
特
産
品
に
な
る
よ
う
に
、

今
後
も
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

む
。

使
っ
て
い
る
飲
食
店
な
ど
に

会
員
は
葉
ニ
ン
ニ
ク
を
手

渡
し
、
有
害
獣
へ
の
忌
避
効

果
が
見
込
め
る
作
物
と
し
て

２
０
１
５
年
に
市
内
で
の
栽

培
を
始
め
た
こ
と
や
、
品
質

が
年
々
向
上
し
て
き
た
こ
と

な
ど
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、

出
荷
時
期
や
お
薦
め
の
食
べ

方
の
他
、
料
理
の
食
材
と
し

て
秦
野
産
の
葉
ニ
ン
ニ
ク
を

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
が
、
戸
川

の
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
で
定

番
品
種
の
「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」

や
赤
系
品
種
「
丹
沢
レ
ッ

ド
」
な
ど
の
講
習
会
を
開
い

た
。
部
員
の
他
、
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
職
員
ら

人
が

参
加
し
た
。

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
樹
形
を
管
理
し
や

す
い
「
一
文
字
仕
立
て
」
な

ど
の
整
枝
方
法
や
休
眠
期
の

病
害
虫
の
防
除
方
法
な
ど
を

説
明
。

部
員
の
園
で
昨
年
の
台
風

に
よ
る
枝
折
れ
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
風
が
強
く
吹
く
園
で

は
、
枝
を
多
め
に
残
し
て
着

果
数
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど

も
指
導
し
た
。

を
開
き
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。

日
に
は
、
果
樹
部
会
キ

果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究

会
、
柿
研
究
会
が
、
市
内
で

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
講
習
会

②
旋
回
は
必
ず
ロ
ー
タ
リ
ー

の
回
転
を
停
止
し
て
行
う
③

バ
ッ
ク
す
る
場
合
は
後
方
の

安
全
を
十
分
に
確
認
す
る
④

土
が
硬
い
場
合
は
、
爪
が
土

に
食
い
込
ま
ず
機
械
が
暴
走

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

す
る
。

▼
農
業
機
械
以
外

脚
立
や
は
し
ご
か
ら
の
落

下
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
高
所
で
の
作
業
は
足

場
が
不
安
定
に
な
る
た
め
十

分
注
意
し
、
作
業
中
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
安
全
ベ
ル
ト
の
装

着
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。農

作
業
事
故
は
昼
前
や
夕

方
な
ど
、
疲
労
が
蓄
積
し
、

集
中
力
が
途
切
れ
る
時
間
帯

に
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
農
作
業
は
計
画
的

に
行
い
、
適
度
に
休
憩
を
取

っ
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

（
吉
岡
）

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
に
よ
る
負

傷
事
故
が
多
く
、
チ
ッ
プ
が

欠
け
て
目
に
飛
び
込
む
事
故

も
起
き
て
い
ま
す
。
①
防
護

カ
バ
ー
は
必
ず
装
着
す
る
②

作
業
前
に
障
害
物
や
危
険
箇

所
な
ど
を
確
認
し
、
空
き
缶

な
ど
の
ご
み
は
取
り
除
く
③

短
時
間
で
あ
っ
て
も
ゴ
ー
グ

ル
な
ど
の
保
護
具
を
装
着
す

る
④
の
り
面
・
傾
斜
面
な
ど

の
不
安
定
な
場
所
で
は
、
常

に
安
定
し
た
姿
勢
を
保
ち
、

小
段
を
設
け
る
な
ど
の
環
境

整
備
も
実
践
す
る
。

▼
管
理
機
（
歩
行
型
ト
ラ
ク

タ
ー
）

管
理
機
に
よ
る
事
故
の
多

く
は
バ
ッ
ク
時
の
挟
み
込

み
、
旋
回
時
の
巻
き
込
み
に

よ
る
も
の
で
す
。
後
方
に
余

裕
が
な
い
場
所
で
の
バ
ッ
ク

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
圃
場
の
外
側
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
の
耕
う
ん
作
業
は
避
け
る

業
死
亡
事
故
の
原
因
は
、
農

業
機
械
の
操
作
に
伴
う
も
の

が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
基
本
的
な
操
作
方
法
・

手
順
を
守
り
、
定
期
的
な
点

検
整
備
も
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
。

▼
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー

重
大
な
事
故
の
多
く
は
、

転
倒
・
転
落
に
よ
る
も
の
で

す
。
①
安
全
キ
ャ
ブ
や
安
全

フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ

ー
を
使
用
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
装
着
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
徹
底
す
る
（
可
倒

式
の
安
全
フ
レ
ー
ム
は
、
必

ず
立
て
て
作
業
す
る
）
②
作

業
が
終
わ
っ
た
ら
圃
場
（
ほ

じ
ょ
う
）
を
出
る
前
に
、
必

ず
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
連
結

を
行
う
③
旋
回
時
や
走
行
時

は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
回
転
を
停

止
さ
せ
る
。

▼
刈
り
払
い
機
（
草
刈
り

機
）

農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

国
内
で
は
２
０
１
７
年
度

に
３
０
４
件
の
農
作
業
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
昨
年
度
は

県
内
で
も
３
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
作

▽
西
地
区
＝
栗
原
イ
ト

（
渋
沢
）


歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
平
井
徳
善

（
北
矢
名
）

▽
東
地
区
＝
古
谷
茂
男

（
寺
山
）
前
田
美
智
子
（
東

田
原
）

▽
南
地
区
＝
上
田
登
美
子

（
今
泉
）

▽
北
地
区
＝
小
山
田
貢

（
戸
川
）

▽
西
地
区
＝
堀
江
邦
彦

（
堀
川
）
大
木
武
夫
（
柳

町
）▽

上
地
区
＝
桝
田
照
道

（
柳
川
）
守
屋
成
恵
（
柳

川
）※

自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

白
寿)

▽
大
根
地
区
＝
深
川
フ
ミ

（
鶴
巻
南
）


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
國
原
三
郎

（
北
矢
名
）

▽
本
町
地
区
＝
三
川
和
一

（
曽
屋
）

▽
南
地
区
＝
小
宮
卓
二

（
清
水
町
）

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

▽
神
奈
川
県
農
業
会
議
会

長
賞
・
入
選
＝
片
野
和
彦

（
戸
川
）
▽
全
農
神
奈
川
県

本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
＝

小
泉
芳
雄
（
名
古
木
）
▽
神

奈
川
青
果
株
式
会
社
秦
野
市

場
社
長
賞
＝
山
口
新
次
（
堀

西
）
▽
入
選
＝
北
村
彰
（
堀

山
下
）
須
藤
操
・
入
選
２
点

（
菖
蒲
）

◇

花
き
部
会
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
部
は

日
、
市
内
圃
場

（
ほ
じ
ょ
う
）
を
巡
回
し
て

立
毛
共
進
会
を
開
い
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
優
秀
賞
＝
小
野
孝
允

（
千
村
）
山
口
明
男
（
堀

西
）
今
井
勲
（
羽
根
）

日
、
Ｊ
Ａ
湘
南
平
塚
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
で
い
ち
ご
品
評

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

神
奈
川
県
い
ち
ご
連
は
９

Ｊ
Ａ
は
だ
の
葉
ニ
ン
ニ
ク
研
究
会
は

日
、
本
所
で

高
橋
昌
和
市
長
と
山
口
政
雄
組
合
長
に
葉
ニ
ン
ニ
ク
を

贈
呈
し
た
。
産
地
化
を
進
め
て
い
る
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
一

層
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
狙
い
。
諸
星
一
雄
会
長
ら
７
人

が
、
合
計
１
０
０
袋
（
１
袋
１
０
０
㌘
入
り
）
を
贈
呈

し
た
。

ＪＡグリーンはだのは２月１日

（土）～９日（日）、ジャガイモ栽

培に必要な肥料や農薬などを特別価

格で販売します。お得なこの機会に

ぜひご利用ください。

また、２月９日(日)午前時か

ら本所３階百合の間で｢ジャガイモ

栽培講習会」を開きます。参加費は

無料ですのでぜひご参加ください

お問い合わせはＪＡグリーンはだ

のまで。☎－7719

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

冬
紅
葉
残
る
大
樹
の
虫
食
い
葉菊

池
と
し
え
（
菩

提
）

参
道
に
一
葉
ふ
か
る
る
宮
の
冬志

賀

明
子
（
千

村
）

万
葉
集
令
和
ゆ
か
り
の
梅
の
花芦

川

松
江
（
八

沢
）

娘
孫
曾
孫
と
わ
た
し
初
笑
い

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

凍
天
の
威
厳
確
か
や
天
守
閣

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

木
の
間
よ
り
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の
冬
の
海

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

去
年
今
年
新
世
令
和
へ
踏
み
上
が
る

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

一
吟
に
め
り
込
む
俳
句
冬
も
み
じ

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

吟
行
の
難
行
一
句
春
初
め

森
高

由
子
（
渋

沢
）

街
騒
を
遠
ざ
け
春
の
か
す
み
出
す

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

冬
刻
の
流
れ
城
跡
の
石
垣
に

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

平
っ
た
く
生
き
を
り
餅
を
焦
し
を
り

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

故
郷
に
吾
知
る
人
の
あ
ら
ざ
れ
ど

な
ぜ
か
恋
し
も
百
壽
と
な
り
て
も

今
井

か
め
（
羽

根
）

評

永
ら
え
て
百
歳
。
知
り
人
は
み
な
先
に
逝
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
故
郷
は
恋

し
い
。
変
わ
ら
な
い
山
川
が
あ
る
か
ら
だ
ろ

う
か
。
（
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、
歳
歳
年

年
人
同
じ
か
ら
ず
）
と
唐
の
劉
庭
芝
は
詠
っ

て
い
る
。

立
ち
お
れ
ば
席
譲
ら
れ
て
驚
き
ぬ

帰
り
来
て
し
ば
し
鏡
に
見
入
る八

木

実
（
鶴
巻
北
）

音
も
な
く
細
き
く
び
れ
を
落
つ
る
砂

と
き
め
き
て
生
き
た
し
残
照
の
日
々
を

細
田

富
士
（
千

村
）

ひ
つ
じ
田
に
陽
を
浴
ぶ
小
鳥
ら
楽
し
げ
に

何
を
話
す
か
チ
ュ
チ
ュ
と
鳴
き
て

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

桜
道
引
き
継
ぎ
ま
す
と
薄
紅
の

山
茶
花
咲
き
ぬ
師
走
の
盆
地

伊
東

久
（
渋

沢
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
稼
ぎ
一
生
に
二
億
と
ぞ

初
競
り
の
マ
グ
ロ
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

■材料（４人分）■

ハクサイ600㌘、ショ

ウガ１片、サラダ油大

さじ２、ホタテ缶(大)

１缶、Ａ（水300ｃ

ｃ、鶏がらスープのも

と小さじ１、酒大さじ

２）、牛乳400ｃｃ、

片栗粉大さじ１と１／２、塩小さじ１／３、こ

しょう少々

〈作り方〉

①ハクサイは縦を３等分するように切り、横は

２㌢幅に切る。ショウガは薄くスライスす

る。

②鍋にサラダ油を熱し、ハクサイの芯の部分と

ショウガを炒める。

③しんなりしてきたら、ハクサイの葉の部分を

加えて少し炒める。

④ホタテ缶を汁ごと入れてＡを加え、ふたをし

て中火で７～８分煮る。

⑤牛乳で片栗粉を溶いて④に加え、弱火で噴き

こぼれないようにひと煮立ちさせる。

⑥塩、こしょうで味を調える。

〈ひとことアドバイス〉

ハクサイをキャベツに、ホタテ缶をカニ缶や

サケ缶、ちくわなどに代えてもおいしいです。

牛乳に片栗粉を混ぜてから加えることで、口当

たりの良いとろみが付きます。

ハクサイとホタテ缶のミルク煮ハクサイとホタテ缶のミルク煮
北支部 飯田

い い だ

あや子
こ

税務相談日 ２月日（月）
午前９時分～

法務相談日 ２月日（木）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

結婚相談日

２月日（月）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

良
質
な
葉
ニ
ン
ニ
ク
い
か
が

良
質
な
葉
ニ
ン
ニ
ク
い
か
が

市
長
と
組
合
長
に
贈
呈
し
Ｐ
Ｒ

ジャガイモ栽培関連
資材割引キャンペーン

料
理
の
食
材
で
利
用
を

剪定箇所を確認しながら作業する部員ら

果
樹
品
質
向
上
へ
剪
定
講
習
会

｢ヘイワード｣出荷本番

玉伸び良く品質上々

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
貯
蔵
状
態
を
確
認

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

山口組合長（右から３人目）と高橋市長（中央）に葉ニンニクを贈呈

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(令和２年)月日(日曜日) 年(令和２年)月日(日曜日) （）
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仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁

計
画
で
す
。
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
、
３
月


日
（
火
）
ま
で
に
秦
野
市
農

業
振
興
課
（
☎

－
９
６
２

６
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
新
た
に
農
用
地
区
域
へ

の
編
入
を
希
望
す
る
場
合

◎
家
畜
糞
（
ふ
ん
）
堆
肥

化
処
理
施
設
や
共
同
園
芸
施

設
な
ど
の
農
業
近
代
化
施
設

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
場

合
◎
農
用
地
区
域
内
農
地
に

農
業
用
施
設
を
新
設
す
る
場

合
※
現
在
の
農
用
地
区
域

は
、
特
別
な
理
由
が
な
い
限

り
保
持
す
る
予
定
で
す
。

さ
わ
や
か
農
園

利

用

者

募

集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
で
は
荒
廃
農

地
対
策
の
一
環
と
し
て
設
け

て
い
る
「
さ
わ
や
か
農
園
」

の
利
用
者
を
南
支
所
管
内
で

募
集
し
て
い
ま
す
。
区
画
が

埋
ま
り
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
南
支

所
ま
で
。
☎

－
０
２
６
８

野
ネ
ズ
ミ
駆
除
の

実
施
に
つ
い
て

野
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
農
作
物

・
飼
料
作
物
の
被
害
防
止
お

よ
び
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
防
除

に
つ
な
げ
る
た
め
、
野
ネ
ズ

ミ
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

◎
日
時

２
月

日(

土)

午
後
１
時
～

※
雨
天
の
場
合
は

日

（
日
）
午
後
１
時
～

◎
対
象
地
区

上
地
区

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

さ
い
。

◎
日
時

２
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
講
義
・
実
演
。
午
後

は
、
個
別
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
基

礎
調
査
に
つ
い
て

現
在
、
秦
野
市
は
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

に
向
け
、
５
年
ご
と
の
基
礎

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
と

は
、
将
来
に
わ
た
り
優
良
農

地
と
し
て
保
全
し
、
農
業
上

の
利
用
を
確
保
す
べ
き
農
用

地
区
域
な
ど
を
定
め
て
い
る

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

◎
申
込
期
日

２
月

日

（
金
）
ま
で

◎
申
込
先

各
支
所
・
支

店
お
問
い
合
わ
せ
は
㈱
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
ま
で
。

☎

－
２
３
２
９

加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

究
会
の
会
員
を
対
象
に
、
資

産
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

◎
日
時

２
月

日(

土)

午
後
１
時

分
～
同
３
時

◎
場
所

本
所
３
階

虹

の
間◎

講
師

行
政
書
士
き
ざ

き
法
務
オ
フ
ィ
ス

代
表

木
﨑
海
洋
氏

◎
講
演
内
容

「
落
語
で

学
ぶ
相
続
と
不
動
産
」

◎
参
加
費

無
料

◎
定
員

１
０
０
人

※

◎
参
集
者

生
産
組
合
長

・
業
種
別
部
会
お
よ
び
研
究

会
会
員
・
理
事
・
監
事
・
農

業
委
員
な
ど

◎
内
容

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績

（
捕
獲
檻
）
の
感
謝
状
の
贈

呈
▽
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
事
例
報
告

▽
大
会
宣
言
採
択

▽
記
念
講
演

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

南
支
所
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

休
止
に
つ
い
て

南
支
所
の
電
気
設
備
を
交

換
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で

同
支
所
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
休
止
し

ま
す
。

◎
日
時

２
月
８
日(

土)

終
日
休
止

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
南
支
所

ま
た
は
信
用
課
ま
で
。
☎


－
７
７
１
６

資
産
管
理
セ
ミ

ナ

ー

を

開

催

資
産
運
用
部
会
と
税
務
研

被
害
を
受
け
た
農
地
・
畦
畔

（
け
い
は
ん
）
に
つ
い
て
、

被
害
を
受
け
た
方
々
を
秦
野

市
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
秦

野
市
の
農
業
振
興
課
に
相
談

い
た
だ
き
、
必
要
な
書
類
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
す

で
に
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い

る
方
は
、
再
度
の
連
絡
は
不

要
で
す
。

◎
補
助
金
の
申
請
期
限

１
月

日
（
金
）
※
期
限
を

過
ぎ
る
と
申
請
の
受
け
付
け

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
秦
野
市

農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

☎

－
９
６
２
６
ま
た
は
Ｊ

Ａ
は
だ
の
営
農
課
☎

－
７

７
１
８
ま
で
。

地
域
農
業
振
興

大

会

を

開

催

地
域
農
業
の
振
興
・
活
性

化
に
向
け
、
組
合
員
の
一
層

の
結
集
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
第

回
地
域
農
業
振
興

大
会
を
開
き
ま
す
。

◎
日
時

２
月

日(

火)

午
後
１
時

分
～

◎
場
所

本
所
３
階

虹

の
間

２
２農

業
機
械
展
示

予
約
会
を
開
催

◎
日
時

２
月
７
日(

金)
～
８
日
（
土
）
午
前
９
時
～

午
後
３
時

分

◎
会
場

Ｊ
Ａ
全
農
か
な

が
わ
（
平
塚
市
田
村
）

農
業
機
械
・
資
材
メ
ー
カ

ー
が
出
店
し
、
農
業
機
械
の

展
示
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
る
他
、
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
ミ
ニ
講
習
会
も
開
か
れ

ま
す
。

※
８
日
（
土
）
に
は
中
古

農
機
販
売
会
が
開
か
れ
ま

す
。
入
札
受
け
付
け
は
午
前

９
時
～
同

時

分
。
正
午

か
ら
入
札
発
表
し
ま
す
。

当
日
は
農
機
担
当
者
が
会

場
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

台

風



号

の

被
害
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
で
は
、
台
風

号
の

秦
野
駅
前
支
店
の

店
舗
統
合
に
つ
い
て

長
年
に
わ
た
り
組
合
員
・

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
秦
野
駅
前

支
店
は
、
２
０
２
０
年
２
月


日
（
金
）
午
後
３
時
で
営

業
を
終
了
し
、
南
支
所
に
統

合
し
ま
す
。
同

日
（
火
）

以
降
は
南
支
所
ま
た
は
お
近

く
の
支
所
・
支
店
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
秦
野
駅
前
支
店

の
口
座
で
、
給
与
や
家
賃
な

ど
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

は
、
勤
務
先
や
お
取
引
先
に

受
取
口
座
が
南
支
所
に
変
更

に
な
る
こ
と
の
ご
連
絡
を
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
※

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
同

日
（
金
）
午

後
３
時
以
降
休
止
し
ま
す
。

再
稼
働
は
同

日
（
火
）
午

前
８
時

分
か
ら
で
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
秦
野
駅

前
支
店
ま
で
。
☎

－
３
９

で
東
京
都
を
訪
れ
た
。

部
員
は
、
築
地
の
場
外
市

場
を
散
策
。
そ
の
後
、
昨
年

９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
宿

区
の
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
、
歴
代

の
大
会
で
使
用
さ
れ
た
聖
火

ト
ー
チ
な
ど
を
見
学
し
た
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
国
立
競

技
場
も
、
外
か
ら
見
学
し

た
。

東支部

支
部
旅
行

東
支
部
の
部
員


人
は
昨
年

月


日
、
支
部
旅
行

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

収
な
ど
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
つ
な

が
る
活
動
を
進
め
て
い
る
。

清
掃
活
動
は
２
０
１
６
年
か

ら
毎
年
行
っ
て
い
る
。

部
員
は
３
班
に
分
か
れ

て
、
本
所
敷
地
内
と
周
辺

で
、
空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど

を
拾
い
集
め
た
。
清
掃
中
は

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
女
性
部
」
と

書
か
れ
た
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
、
同
部
の
活
動

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

女
性
部
は
８
日
、
本
所
周

辺
で
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

同
部
が
取
り
組
む
「
く
ら
し

と
環
境
の
活
動
」
の
一
環

で
、
地
域
貢
献
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
部
員
の
ご
み
問

題
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ

せ
る
狙
い
。
本
部
役
員

人

が
、
協
力
し
て
ご
み
を
拾
い

集
め
た
。

同
部
の
「
く
ら
し
と
環
境

の
活
動
」
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回

ち
ゃ
ん
」
「
ぴ
ー
な
マ
ン
」

や
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
こ
ん
せ
ん
く

ん
」
も
登
場
し
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
人
気
を
集
め
た
。

パ
ル
シ
ス
テ
ム
が
ニ
ン
ジ
ン

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
提
供
し

た
。そ

の
他
、
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
え
の

わ
ふ
わ
し
っ
ぽ
Ｊ
」
の
メ
ン

バ
ー
が
、
手
や
体
を
使
っ
た

遊
び
な
ど
を
企
画
。
お
や
つ

に
は
、
「
紫
陽
花
会
」
が
手

作
り
し
た
小
豆
白
玉
の
他
、

女
性
部
の
グ
ル
ー
プ
「
ふ

女
性
部
は

日
、
本
所
で

Ｊ
Ａ
は
だ
の
と
パ
ル
シ
ス
テ

ム
が
連
携
し
て
開
催
し
た

「
ま
ま
メ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
に

協
力
し
た
。
両
者
の
組
合
員

ら

組

人
の
親
子
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
互
い
に
交
流
を
深
め

た
。

食
べ
ら
れ
る
」
「
自
分
た
ち

で
育
て
た
大
豆
を
加
工
し
て

食
べ
ら
れ
る
の
が
う
れ
し

い
」
と
好
評
だ
。

加
。
今
年
は
み
そ
造
り
以
外

に
も
大
豆
を
活
用
し
よ
う

と
、
豆
腐
作
り
体
験
も
用
意

し
た
。

部
員
か
ら
は
「
安
心
し
て

て
い
る
。

今
年
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
人
数
が
増
え
、
栽
培

面
積
を
広
げ
た
こ
と
か
ら
、

収
量
が
昨
年
よ
り

㌔
増

護
者
を
対
象
に
開
く
「
ふ
る

さ
と
料
理
教
室
」
や
、
高
齢

者
を
対
象
に
開
く
「
お
茶
飲

み
交
流
会
」
で
提
供
す
る
食

事
で
、
み
そ
汁
な
ど
に
使

う
。
み
そ
料
理
を
振
る
舞
う

際
に
は
、
同
部
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し

大
豆
は
、
部
員
が
６
月
に

種
を
ま
い
て
栽
培
管
理
を
進

め
、

月
に
収
穫
し
た
「
津

久
井
在
来
」
を
使
う
。
み
そ

造
り
は
、
１
班
ご
と
に
３
日

間
掛
け
て
作
業
。
地
場
産
の

米
に
こ
う
じ
菌
を
混
ぜ
込

み
、
２
日
間
発
酵
さ
せ
て
米

こ
う
じ
を
作
っ
た
後
、
や
わ

ら
か
く
煮
た
大
豆
と
混
ぜ

て
、
機
械
で
ペ
ー
ス
ト
状
に

し
た
。
容
器
に
詰
め
て
１
人

７
㌔
を
持
ち
帰
り
、
１
年
間

熟
成
さ
せ
て
完
成
す
る
。

み
そ
は
部
員
が
自
宅
で
味

わ
う
他
、
同
部
が
園
児
の
保

大根支部

親
睦
会

大
根
支
部
は


日
、
大
根
支
所
で

親
睦
会
を
開
い

た
。
部
員

人
が

参
加
し
、
交
流
を
深
め
た
。

親
睦
会
は
、
年
明
け
に
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
。
参

加
し
た
部
員
全
員
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、
食
事
を
し
な
が

ら
会
話
を
弾
ま
せ
た
。
昨
年

９
月
か
ら
新
た
に
入
部
し
た

部
員
も
参
加
し
、
和
気
あ
い

あ
い
と
親
睦
を
深
め
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

版
画
を
始
め
、

年
以
上
に
わ
た

り
制
作
。
今
回
寄
贈
し
た
作
品

は
、
１
９
８
７
年
に
制
作
し
た
も

の
。小

泉
さ
ん
は

「
一
つ
の
作
品

に
半
年
以
上
掛

か
る
こ
と
も
あ

る
が
、
完
成
し

た
際
の
達
成
感

が
や
り
が
い
に

な
っ
て
い
る
。

健
康
に
気
を
付

け
な
が
ら
今
後

も
続
け
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

今
泉
の
小
泉
征
四
郎
さ
ん
が
、

自
身
が
制
作
し
た
木
版
画
を
Ｊ
Ａ

に
寄
贈
し
た
。
友
人
の
紹
介
で
木

女
性
部
は

月

日
か
ら
２
月
６
日
ま
で
、
５
班

に
分
か
れ
て
本
所
で
み
そ
を
造
っ
て
い
る
。
大
豆
の

種
ま
き
や
収
穫
、
加
工
を
体
験
す
る
「
自
給
率
向
上

！
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
終
工
程
。
部
員

人

が
大
豆
約
１
５
０
㌔
を
加
工
す
る
。

３日（月） 13：30～本部役員会

４日（火） 13：00～大豆プロジェクトみそ造り（６

日まで）

６日（木） 13：30～女性のＪＡ運営参画に関する研

修会

７日（金） ９：00～支部役員会（大根）

〃 10：30～大根支部「しいたけ作り」

〃 13：30～支部役員会（北・西）

10日（月） ９：30～支部役員会（本町・南）

〃 10：30～南支部「しいたけ作り」

〃 13：30～支部役員会（東・上）

〃 15：00～上支部「しいたけ作り」

12日（水） ７：00～女性部班長研修会

13日（木） ８：00～フレッシュミセスのつどい

日（金） ：～第６回女性部ポイントカードプ

ロジェクト会議

17日（月） ９：00～第62回全国家の光大会（18日ま

で）

21日（金） ９：00～第４回歩こう会

25日（火） 10：30～本町支部「イチゴ狩り」

28日（金） 13：30～東支部「アレンジフラワー」

２月の女性部行事予定表２月の女性部行事予定表

【２月のイベント】

☆「ユースマルシェ」１日(土)

青年部員がニンジンやダイコ

ンなどを対面販売します。

☆「節分フェア」２日（日）、

３日（月）

豆まき用の大豆など節分に欠

かせない商品を販売します。

☆「国産豚の加工品｣４日(火)

日（土）

㈱フリーデンが国産豚を使用

したお得な商品を販売しま

す。

☆「お茶フェア」８日（土）、

９日（日）

生産者が秦野産のお茶を試飲

販売します。

☆「バレンタインフェア」日

（金）

沖縄県のチョコレートなどを

ご用意します。

☆「果物フェア」日（土）、

日（日）、日（日）

秦野産や産地間提携を結ぶＪ

Ａの旬の果物を多数ご用意し

ます。

☆「桃の節句」日（土）

秦野産の桃の花や農家手作り

の加工品を販売します。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除く。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理

をご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

※準備の都合上、イベントが変

更になることがあります。ご了

承ください。

私
た
ち
「
ふ
る
里
こ
ぶ
し
の
会
」
は
舞
踊
の
趣
味

グ
ル
ー
プ
で
、
結
成
か
ら
約

年
た
ち
ま
す
。
自
分

に
負
け
ず
、
他
人
を
愛
し
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

童
謡
や
民
謡
、
新
舞
踊
な
ど
、
会
員
が
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
み
ん
な
で
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
高
齢
化
が
進
み
、
活

躍
す
る
会
員
が
減
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

先
日
、
文
化
交
流
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
々
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

発
表
が
で
き
、
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

｢

ふ
る
里
こ
ぶ
し
の
会｣

代
表

原
田

は

ら

だ

弘
恵

ひ

ろ

え

さ
ん

清
掃
活
動
で
地
域
貢
献

ご
み
問
題
の
意
識
向
上
も

パ
ル
生
協
組
合
員
と
交
流

｢

ま
ま
メ
ー
ト｣

に
協
力

日本オリンピックミュージアムを訪れた部員

食事をしながら交流

ご
み
を
拾
い
集
め
る
部
員

地産地消のみそ造り地産地消のみそ造り
大豆プロジェクト大詰め

一
人
７
㌔

持
ち
帰
り

一
年
間
熟
成
し
完
成

米
と
こ
う
じ
菌
を
混
ぜ
る
部
員

手遊びを教える部員㊧

木版画をＪＡに寄贈
今泉の小泉征四郎さん

（） 年(令和２年)月日(日曜日) 年(令和２年)月日(日曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


